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１９２４年（大正13年）〔20歳〕

１
９
２
４
年
（
大
正
13
年
）〔
20
歳
〕

「
辰
雄
日
誌
１
９
２
４
」
No.
４　
（
３
）

─
─
１
９
２
４
年
3
月
１
日
～
31
日
─
─

小
池
辰
雄

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
１
日
（
土
）

雪
。午
前
中
、雪
が
め
ず
ら
し
く
も
降
る
。マ
ン
ト
を
引
き
か
ぶ
っ
て
雪
中
を
帰
っ
て
く
る
の
も
よ
か
っ
た
。

午
後
か
ら
霽
れ
た
。
夕
飯
は
中
川（
鰻
屋
）で
桐
寮
の
送
別
会
を
や
っ
た
。
３
年
生
二
人
を
驕
っ
た
の
で
あ
る
。

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
２
日
（
日
）

晴
。非
常
に
よ
い
天
気
で
あ
る
。春
の
様
で
あ
る
。桜
山
の
裏
の
方
ま
で
散
歩
に
行
っ
た
。林
と
四
郎
ち
ゃ

ん
と
三
人
で
。堤
へ
寝
こ
ろ
ん
で
梅
を
仰
ぎ
見
る
こ
と
多
時
。実
に
よ
か
っ
た
。碧
青
の
天
空
と
梅
の
枝
の
み
。

何
と
麗
し
い
天
然
で
あ
っ
た
か
。
そ
し
て
、
偶た
ま

々
、
鶯
う
ぐ
い
すが

飛
ん
で
来
て
そ
の
梅
が
枝
に
宿
っ
た
の
は
実
に

僕
達
の
た
め
に
来
て
く
れ
た
と
し
か
思
わ
れ
な
か
っ
た
。
じ
っ
と
仰
い
で
い
る
中
に
自
分
が
返
っ
て
高
い

所
に
居
て
、
空
が
大
海
の
如
く
、
そ
こ
を
横
ぎ
る
小
鳥
は
魚
の
如
く
思
わ
れ
た
。

富
山
の
所
へ
行
っ
て
久
し
ぶ
り
で
話
す
。
内
村
先
生
、畦
上
先
生
、藤
井
先
生
の
こ
と
が
話
題
に
上
っ
た
。

諸
先
生
を
慕
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
信
仰
に
生
き
ん
た
め
に
二
人
の
心
は
躍
如
と
し
て
、
言
い
知
れ
ぬ

希
望
が
流
れ
た
。

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
３
日
（
月
）

晴
。
お
節
句
で
あ
る
。
３
年
生
卒
業
生
の
送
別
式
が
あ
っ
た
。
桐
寮
も
明
日
か
ら
三
人
に
な
る
。

汝
等
の
心
を
エ
ホ
バ
に
定
め
こ
れ
に
の
み
事つ
か

え
よ
。
ア
ー
メ
ン
。

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
４
日
（
火
）

晴
。
林
と
四
郎
ち
ゃ
ん
が
帰
京
し
た
。
３
年
の
水
戸
の
生
活
終
え
て
。
彼
等
も
多
感
、
僕
も
感
慨
無
量
。

い
よ
い
よ
学
年
末
に
な
っ
た
。
何
と
な
く
嬉
し
い
。

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
５
日
（
水
）

晴
、
風
。
二
人
が
帰
っ
て
、
桐
寮
は
急
に
ガ
ラ
ン
と
し
て
淋
し
く
な
っ
た
。

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
６
日
（
木
）

晴
、
風
寒
し
。
少
し
雨
が
降
っ
て
乾
き
切
っ
た
土
も
や
や
し
め
り
有
難
い
と
思
っ
た
が
、
吹
く
風
に
す

ぐ
乾
い
て
し
ま
っ
て
、
も
と
の
黄
塵
で
あ
る
。
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〇〇
１
９
２
４
年
３
月
７
日
（
金
）

晴
、
風
。
天
気
は
よ
い
が
風
が
烈
し
い
。
昨
日
で
第
１
学
年
の
授
業
は
終
っ
た
。
今
日
は
休
み
で
あ
る
。

明
日
か
ら
試
験
。
外
の
こ
と
は
何
で
も
よ
い
。
い
か
に
も
あ
れ
、汝
、内
に
満
て
よ
。
内
に
平
安
を
保
ち
て
、

歓
喜
と
感
謝
に
日
々
を
送
れ
。
明
日
が
大
切
で
な
い
。
明
日
を
如
何
と
思
う
な
か
れ
。
昨
日
は
如
何
な
り

し
と
顧
み
る
な
か
れ
。
大
切
な
る
は
今
日
な
り
、
現
在
な
り
。
現
在
の
汝
の
心
、
平
安
に
し
て
動
ず
る
こ

と
な
け
れ
ば
、
何
を
か
お
そ
れ
、
何
を
か
憂
い
煩
う
こ
と
あ
ら
ん
や
。

政
美
は
辰
雄
に
宿
る
。
辰
雄
よ
、
確
乎
と
し
て
政
美
の
道
を
歩
め
。
之
誠
に
歓
ば
し
き
感
謝
な
る
而
し

て
大
な
る
希
望
の
光
に
進
む
も
の
な
り
。
ル
ー
テ
ル
、
守
り
て
在
り
。
心
を
強
う
せ
よ
。

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
８
日
（
土
）

晴
。
試
験
は
今
日
よ
り
。
９
日
、
試
験
は
な
し
。
10
日
、
11
日
、
12
日
、
13
日
（
木
）。
試
験
が
始
ま
っ

て
し
ま
え
ば
終
る
の
は
速
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
か
な
り
苦
し
か
っ
た
。
最
後
の
日
は
完
全
に
失
敗
し

た
。
が
、
１
学
年
が
無
事
終
了
し
て
嬉
し
か
っ
た
。
13
日
（
木
）
は
午
後
２
時
の
汽
車
で
帰
京
し
た
。
こ
の

汽
車
で
か
え
っ
た
も
の
は
少
な
か
っ
た
。
独
逸
語
の
先
生
、
中
島
教
授
、
広
島
の
高
等
学
校
へ
転
任
さ
れ

た
。
担
任
の
先
生
で
あ
っ
た
。
温
厚
の
君
子
人
で
あ
る
。
先
生
に
御
厄
介
に
な
る
こ
と
、約
２
ヶ
年
で
あ
る
。

｢

叱
る｣

と
い
う
こ
と
を
さ
れ
な
い
先
生
で
あ
っ
た
。
出
来
な
い
と
、
反
対
に
恐
縮
さ
れ
る
位
で
あ
る
。
東

京
は
相
変
わ
ら
ず
ご
た
ご
た
で
あ
る
。
喧
々
噪
々
で
あ
る
。

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
９
日
（
日
）
～
13
日
（
木
）

〔
記
載
な
し
〕

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
14
日
（
金
）

朝
起
き
た
の
は
11
時
で
あ
っ
た
。

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
15
日
（
土
）

午
前
、
丸
の
内
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
へ
行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
銀
座
の
丸
善
へ
も
行
っ
た
。
明
日
の
お
供
え
の

リ
ン
ゴ
を
三
つ
買
っ
て
来
た
。午
後
か
ら
平
口
様
と
武
田
へ
行
っ
た
。帰
宅
し
た
の
は
８
時
で
あ
っ
た
。行
っ

た
の
は
母
上
様
と
。
入
浴
し
て
、
寝
た
。

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
16
日
（
日
）

父
の
御
命
日
。
今
日
は
父
上
の
第
十
七
回
忌
に
当
た
る
。
僕
は
父
上
を
殆
ど
知
ら
な
い
。
故
に
別
に
悲
し

い
感
じ
は
な
か
っ
た
が
、
母
上
様
の
御
心
を
察
し
て
悲
し
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
丸
の
内
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
ま
で
お
使
い
に
行
っ
た
。
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
洋
食
折
詰
を
14
づ
つ
提
げ
て
来
た
。
武
田
か
ら
３
人
、
青

木
か
ら
２
人
、
山
本
の
姉
上
と
富
美
ち
ゃ
ん
、
そ
れ
に
母
上
、
兄
上
、
僕
。
座
敷
で
御
法
事
を
し
た
。
北
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条
様
が
来
て
下
さ
っ
た
。
御
達
者
で
、
相
変
わ
ら
ず
の
御
元
気
で
あ
る
。
火
災
、
震
災
当
時
の
談
が
ま
た

出
た
。
７
時
半
頃
、
皆
帰
ら
れ
た
。

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
17
日
（
月
）

晴
。
午
前
８
時
起
床
。
牛
込
館
へ「
岩
窟
王
」を
見
に
行
っ
た
。
宣
ち
ゃ
ん
と
俵
と
三
人
で
。
デ
ュ
ー
マ
ー

の
傑
作
だ
け
に
非
常
に
面
白
か
っ
た
。
よ
く
撮
れ
て
い
た
。
外
の
は
見
る
に
堪
え
ず
出
て
来
て
し
ま
っ
た
。

夕
方
は
寒
か
っ
た
。

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
18
日
（
火
）

晴
。
今
朝
か
な
り
風
が
あ
る
の
で
心
配
し
た
が
、
隅
田
川
岸
へ
行
っ
た
こ
ろ
は
静
ま
っ
て
、
安
心
し
、

且
つ
感
謝
で
あ
っ
た
。
大
塚
、
武
井
、
四
郎
ち
ゃ
ん
、
宣
ち
ゃ
ん
、
都
合
５
人
で
あ
る
。
附
中
の
最
新
艇

を
出
し
た
。
ア
ウ
ト
・
ク
ラ
ッ
チ
で
あ
る
。
艇
の
軽
い
の
に
驚
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
も
と
の
新
艇
が
軽

い
と
思
っ
て
い
た
の
が
正
に
そ
れ
以
上
で
あ
る
。
上
へ
上
へ
と
漕
い
だ
。
実
に
快
ま
た
快
で
あ
っ
た
。
河

上
は
湖
の
様
で
あ
る
。
１
ス
ト
ロ
ー
ク
毎
に
実
に
よ
い
気
持
で
あ
る
。
小
台
の
渡
よ
り
更
に
上
の
方
へ
行
っ

た
。
久
し
ぶ
り
で
実
に
愉
快
だ
っ
た
。
夕
陽
の
西
方
に
傾
く
頃
、
ボ
ー
ト
を
引
き
揚
げ
た
。

大
塚
に
静
岡
の
話
を
聞
か
さ
れ
て
、
羨
望
に
堪
え
な
く
な
っ
た
。
１
年
お
そ
け
れ
ば
静
岡
を
受
く
べ
か

り
し
も
の
を
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
授
け
ら
れ
た
地
は
授
け
ら
れ
た
地
で
あ
る
。
水
戸
に
己
が
ベ
ス
ト
を

尽
く
す
の
が
僕
の
本
務
で
あ
る
。

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
19
日
（
水
）

晴
。
今
晩
は
よ
い
月
夜
で
あ
っ
た
。
佐
藤
六
郎
様
が
母
上
の
た
め
に
読
書
に
来
ら
れ
た
。
僕
の
元
気
な

の
を
見
て
、
大
層
よ
ろ
こ
ば
れ
た
。

今
日
は
藤
井
先
生
の
お
宅
へ
上
っ
た
。
兄
上
の
原
稿
が
近
い
中
に
出
版
さ
れ
る
。
そ
の
校
正
の
事
で
。

僕
が
こ
れ
に
与
り
得
る
の
は
誠
に
嬉
し
い
。
来
た
ら
大
い
に
意
気
込
ん
で
や
ろ
う
。

ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
な
い
で
。
偉
く
な
ろ
う
。
と
ら
わ
れ
な
い
で
、
し
っ
か
り
と
。
身
体
を
先
ず
強
健
に
。

そ
れ
に
は
、
精
神
。
僕
の
心
で
あ
る
。
人
で
あ
る
。
人
と
な
ら
ん
。

辰
雄
は
政
美
と
同
心
同
体
で
あ
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
20
日
（
木
）

晴
。
母
上
と
午
後
か
ら
、
鮫
ヶ
橋
の
二
葉
幼
稚
園
へ
山
室
軍
平
大
佐
の
講
演
を
聴
き
に
行
っ
た
。「
罪
」

に
関
し
て
で
あ
っ
た
。
生
ぬ
る
い
基
督
者
に
は
な
り
た
く
な
い
と
感
じ
た
。
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
を
思
え
、

バ
ン
ヤ
ン
を
思
え
、
ル
ー
テ
ル
を
思
え
、
で
あ
る
。
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〇〇
１
９
２
４
年
３
月
21
日
（
金
）

罪
の
一
日
。

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
22
日
（
土
）

曇
。
母
上
と
お
墓
詣
り
に
行
く
。
ス
ィ
ー
ト
ピ
ー
の
種
子
を
蒔
い
て
来
た
。

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
23
日
（
日
）

晴
後
雨
。
迷
え
る
者
よ
。

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
24
日
（
月
）

罪
の
か
た
ま
り
よ
、
迷
え
る
羔
よ
。
我
は
危
う
し
。

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
25
日
（
火
）

虚
偽
の
生
活
よ
、
そ
れ
で
基
督
者
か
。
神
は
遠
く
離
れ
給
え
り
。

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
26
日
（
水
）

危
う
し
、
危
う
し
、
汝
は
食
の
奴
隷
な
り
。

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
27
日
（
木
）

灯
は
消
え
な
ん
と
す
。

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
28
日
（
金
）

汝
は
神
の
国
と
義
と
を
忘
れ
て
、
文
明
の
悪
魔
の
奴
隷
と
な
り
て
死
な
ん
と
す
る
か
。

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
29
日
（
土
）

曇
。天
暗
し
。懸
崖
よ
り
墜
ち
ん
と
す
る
羔
は
正
に
我
な
り
。迷
え
る
羔
よ
、正
に
堕
ち
ん
と
す
。こ
の
時
、

こ
の
時
、
汝
仰
ぎ
瞻み

よ
、
仰
ぎ
瞻
よ
。
主
は
今
、
汝
を
救
わ
ん
と
し
給
う
。
主
に
頼
れ
、
主
に
す
が
れ
、

迷
え
る
者
よ
。
谷
底
の
お
そ
ろ
し
き
誘
惑
者
に
眩
惑
す
る
こ
と
勿
れ
。
仰
ぎ
瞻
よ
。
主
は
近
し
。
主
は
救

い
給
う
な
り
。
主
よ
、
主
よ
、
す
べ
て
の
罪
を
、
虚
偽
と
驕
奢
と
怠
惰
と
浮
薄
を
洗
い
去
り
給
え
。
救
い

給
え
。
主
よ
、主
よ
、迷
え
る
私
を
。
救
い
出
し
給
え
。
あ
あ
、救
い
の
道
は
た
だ
主
に
在
る
の
み
な
り
。
ア
ー

メ
ン
。

主
よ
、
聖
旨
は
深
し
。
御
罰
は
厳
な
り
。
而
し
て
す
べ
て
、
愛
に
満
て
り
。
迷
え
る
私
を
本
当
に
覚
ま

し
て
下
さ
い
ま
し
て
、
有
難
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
心
の
奥
底
に
宿
り
給
い
て
、
有
ゆ
る
サ
タ
ン
に

勝
た
し
め
給
え
。
聖
名
を
な
さ
し
め
給
え
。
今
よ
り
後
、
聖
旨
に
叛
く
こ
と
あ
ら
ば
、
そ
の
時
は
如
何
に
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も
罰
し
給
え
。

あ
あ
、
信
仰
な
き
我
、
亡
び
ん
と
す
る
我
。
全
く
主
に
叛
き
し
我
を
、
未
だ
見
棄
て
給
わ
ざ
り
し
を
深

く
感
謝
し
奉
り
ま
す
。
今
よ
り
の
ち
、
か
か
る
言
を
吐
か
し
む
る
こ
と
な
か
ら
し
め
給
え
。
己
れ
、
主
に

叛
き
て
、
自
ら
禍
を
招
き
て
主
に
す
が
ら
ん
と
す
る
こ
の
不
埒
者
。

主
よ
、
願
わ
く
は
、
再
び
か
か
る
不
埒
者
た
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
誓
い
奉
る
こ
と
を
ゆ
る
し
給
え
。
迷
え

る
羔
に
主
の
御
手
は
下
り
ぬ
。
感
謝
な
り
。

「
パ
ウ
ロ
は
曰
う
、
汝
等
霊
に
由
っ
て
歩
む
べ
し
。
然
ら
ば
肉
の
慾
を
な
す
こ
と
勿
ら
ん
。
悪
魔
は
肉

に
拠
り
て
彼
を
下
に
誘
わ
ん
と
努
め
つ
つ
あ
り
。
神
は
霊
に
宿
り
て
彼
を
上
に
召
さ
ん
と
為
し
給
う
。

危
機
一
髪
と
は
実
に
人
の
生
涯
で
あ
る
。
彼
の
小
さ
な
胸
の
中
に
人
類
の
運
命
に
関
わ
る
最
大
戦
争

は
常
に
闘
わ
れ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。」（『
聖
書
の
研
究
』
明
治
43
年
10
月
）

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
30
日
（
日
）

晴
。
あ
さ
が
お
の
種
子
と
コ
ス
モ
ス
の
種
子
を
蒔
い
た
。
こ
の
間
蒔
い
た
ポ
ピ
ー
と
ス
イ
ト
ピ
ー
の
芽

が
未
だ
出
な
い
。
フ
リ
ジ
ヤ
が
咲
き
だ
し
た
。
白
百
合
の
生
花
の
蕾
が
開
い
て
机
の
上
で
笑
っ
て
い
る
。

宇
都
宮
の
兄
上
が
今
晩
、
帰
宇
さ
れ
た
。
彼
の
１
週
間
に
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
落

ち
つ
き
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

〇〇
１
９
２
４
年
３
月
31
日
（
月
）

晴
。
実
に
よ
い
天
気
で
あ
っ
た
。
郊
外
散
歩
に
は
絶
好
で
あ
る
が
、
今
日
は
大
掃
除
で
あ
る
の
で
、
出

掛
け
る
わ
け
に
行
か
ず
。
終
日
、
埃
塵
を
か
ぶ
っ
て
は
た
ら
い
た
。
お
か
げ
で
、
も
ち
菓
子
を
四
つ
も
食

べ
ら
れ
た
。
こ
ん
な
丈
夫
な
胃
を
い
た
だ
い
て
い
て
自
ら
の
不
養
生
で
害
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
、
最
も

な
さ
け
な
い
人
間
の
一
人
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
わ
け
で
、
そ
ん
な
人
間
は
高
等
学
校
へ
な
ん
か
行
か
ぬ

が
ま
し
で
あ
ろ
う
。


